
2022年度　入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー）　

山梨学院大学では、学位授与方針に照らして、次のような意欲と能力を持つ学生を受け入れる。

大学
知識・技能
　　各学科での学びにつながる基礎学力を備えている人。

思考力・判断力・表現力等の能力
　　問題を多角的にとらえて、適切に判断し表現することができる人。

主体性をもって、多様な人々と協働して学ぶ態度
　　目標・目的を定めて向上心を持って成長しようとする人。

学部
AP 法学部 経営学部 健康栄養学部 スポーツ科学部 国際リベラルアーツ学部

本学およ び法学部法学科の 教育 理
念・教育目 標のもと 、法学部で
は、次のような能力や態度を 身に付
けている人物を求める 。

経営学部では、地域経済の担い手と
して、人々から信頼され、社会にお
いて幅広い分野で活躍できる自律的
な能力を持った人 を育成するため、
高い知的好奇心に支えられた基礎的
な学力を  持った入学者を求める 。

健康栄養学部では、食と健康を理解
するうえで重要となる科学の基礎的
な知識、また情報を正確に取得把握
し分析する能力、および、栄養管理
と 給食経営管理を可能とする数的処
理能力を身につけている人物を求め
る。

スポーツ科学部で求める人物は、
ルールやマナーを尊重し、「大学生
活をとおして幅広い教養と豊かな人
間性を身に付けたいと願っている
人」、「スポーツを行うこと、見る
こと、支えること、教えることなど
に興味・関心がある人」を前提とす
る。

国際リベラルアーツ学部では、１）意欲
が高く熱心であり、２）学問的な潜在能
力と一定の学業成果を有し、３）寛容な
精神とともに、好奇心があり、批判的で
柔軟な思考ができる、４）本学部での学
修に必要となる基礎的な英語力と、英語
の学習能力が備わっている人物、を求め
る。
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大学での学修で必要となる基礎的・
基本的な知識・技能、特に国語、外
国語、数学の履修などを通じた読解
力や思考力、コミュニケーション能
力、地理、歴史、公民の履修などを
通じた現代社会の仕組みや問題につ
いて一定の知識を備えた人

大学での学修で 必要となる 基礎
的・基本的な 知識・技能、特に、国
語（文章の 読解や作 成）、数学
（論理的思 考や計 算）、地理・歴
史·公民（社会の仕組みの理解）の基
礎知識を備えた人

健康の保持増進、疾病の予防と改
善、栄養支援などの専門的な知識を
学ぶ上で重要となる生物や化学、数
学などの基礎学力および国語の文章
読解力を備えている人

大学での学修で必要となる基礎的・
基本的学力、運動能力を備えている
人

ほぼ全ての授業科目を英語で学ぶため
に、入学時に高等学校課程修了程度の英
語力を身につけていることを求める。ま
た、幅広い教養科目を履修するため国
語、数学、理科、公民、地理歴史の基礎
的な事項について学んでおくことを求め
る。
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社会で起きているさまざまな出来事
に対する好奇心を持ち、問題に対し
て、知識や情報に基づいて筋道を立
てて考え、その内容と結論を説明で
きる人

大学での学修、特に、企業事例の分
析、地域課題への提言、インターン
シップ等の能動的な学びに必要とな
る高 い知的好奇心 、問題を分析す
る力、自らの考えを的確に伝える表
現力を備えた人

食と健康に関わる課題の解決に必要
な情報収集・分析能力や、具体的な
提案に展開できる思考力判断力を備
え、自己の考えを論理的に述べるこ
とができる人

スポーツや体育、健康に関わる今日
的な課題を多角的に捉え 、判断し、
表現することができる人

批判的、創造的、自立的、グローバルな
思考力を身につけ、自己の考えを英語及
び日本語を用いて適切に表現ができる人
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学校運営、クラス運営、クラブ活
動、ボランティア活動などを通じ
て、多様な人々と協働しようとする
姿勢や、資格取得など自分自身を成
長させようとする向上心を持ち、目
標に向けて主体的・積極的に学ぼう
とする意欲を持っている人

幅広い分野に興味 ・関心を持って積
極的に大学での 学修に取り組み 、
教員・学生・社会人と円 滑にコミュ
ニケーションをとって自ら進んで学
ぼうとする意欲を持った人

保健・医療・教育・福祉・介護の分
野で活躍する専門職に就くという明
確な 目標と学問に取り組む強い意
欲、向上心を有し、主体的に地域の
課題を捉 えて社会に貢献しようとす
る人

周囲と協働しながら、以下に示す課
題を達成しようとする人
①授業やスポーツクラブの活動をと
おして、競技力や運動能力をさらに
高めること。
②授業やスポ ーツクラブの活動をと
おして、スポーツ科学の知と技（指
導能力、研究能力、科学的サポート
能力、マネジメント能力など）を実
践的に身に付けること。
③大学生活で得た学修成果を、国内
外のさまざまなスーポツ関連分野に
おいて活かすこと。

国際社会で活躍するため、異文化に対し
好奇心を持ち、多様な文化的背景を持つ
人々と協働して共通の問題を解決する意
欲の高い人


